
適切な管理措置の実施

〇 ⽔産改⾰の
⽬指す将来像

⽔産資源の持続的な利⽤と⽔産業の成⻑産業化を両⽴させ、
漁業者の所得向上と年齢のバランスのとれた漁業就業構造を確⽴

⽔産資源の持続的な利⽤ ⽔産業の成⻑産業化

漁業・養殖業の
⽣産性向上 流通構造の改⾰u 取組の⽅向性

資源評価の⾼度化
資源評価対象種の拡⼤
資源評価の精度向上

u 具体的な取組

〇 資源評価・管理の⾼度化と⽣産性の向上の双⽅に資するスマート⽔産業の取組を後押しするため
⽔産業において複数のデータを連携・共有・活⽤可能となる体制を整え、これを推進。

u 政策の⽅向性

〇漁協・産地市
場から産地市場
情報（⽔揚げ情
報）を電⼦的に
収集。各種報告
に活⽤。
〇広域資源管理
システム(TACシス
テム）をIQ管理に
対応できるよう改
修。

〇 ⽣産と加⼯・流通が連携
し、ICT技術等の活⽤により
⽔産バリューチェーン全体の⽣
産性向上に取り組むモデルを
構築。

漁獲報告の電⼦化
IQ管理への対応

〇 特定⽔産動植物等の国
内流通の適正化等に関する
法律（⽔産流通適正化
法）への対応

〇標本船（沿
岸漁船）から操
業情報（投網
回数や漁獲量
等）・漁場環境
情報（⽔温
等）を電⼦的に
収集する体制を
構築。

〇電⼦的
漁獲報告体
制の構築
（⼤⾂許可
漁業から順
次拡⼤）

〇 漁場予測技術の開発と漁業者へ
の提供
○ドローンを活⽤した漁場探索技術
の開発実証
○ICTやAIを活⽤した養殖⽣産管
理の⾼度化
〇 ICTブイや⼈⼯衛星から取得され
たデータ等を⽤いて⾚潮発⽣予測情
報を提供。
〇浮沈式⼤規模沖合養殖の展開
○閉鎖循環式陸上養殖システムの
実⽤化


